
メキシコの学生運動とラテンアメリカの社会変動
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１９６８年の，月と１０月，メキシコで起っていた頚件に，世界中が注目していた。７月

以来，学生たちは街頭に出て，場合にｋって拭実力でオリンピックを阻止する勢を見せた。

オリンピックの実現に非愉な関心をきっていたメキシコ政府は，学生たちのデモに激しく反

播し，ついにはテトラコル広鍋で何百人もの死者をだ十に至ったのである。

メキシコの脊年たちの，この革命的な爆発については,色点な解釈が左されてきた。し

かし,このよう左迎馳か，中南米の社会変化においてもつ意義の一例として，メキシコの甑．

件壮，類似した他の多くの運動藍理解十為ための「カギ」となるだろウ。

－殻に，学生迩鋤を解明ずみには，さ富ざ省の理論がある。あ為人たちは，マルクス主義

の方式にしたかって，括れ鞠社会赦命毒引巻起と-fのに必要左難動として解釈している。

というのは，その魏論にしたがえば，学生は汁会の矛厩をもっとも鋭く感ずるからである。

その「糯神の純粋性」にj思って，彼らは，経済過程の，いわば触媒となるのである。彼らは

兼命の前癒左のであ患。しかし，ルイス・フ鳶イヤー（注１）の唱えるよう宏他の理論に｣：

れば，学生通勤は，単に世代IiIlの斗争の表われに過ぎ素いのである。だから，学生ldq本来

は社会斗争の旗手ではなくて，老芳の1M1の矛盾や反目を表現しているのである。メキシコの

聯件についても，この二つの思想の流れが見られる。今のところ，この学生通勤の意味につ

いて決定的な解答を与えるには時期尚早ではあるが，私なりに，その解明を試みて見たいの

である。そのためには，躯件の詳細に立ち入る前に，メキシコの歴史とその政治組織につい

て鵡干述べておきた'八。そして段後に，今日定でに提示されている解釈のいくつかむ示唆し，

もっとも現爽に近いと溝えられる解釈銀示して一応の結蒜としたい。

Ｉ雄命の歴史

１９１０年，フランシヱコ・マデニロ（FrancﾕscoMadero）感独裁者ポルフィリ

オdディアス（PorririoDﾕａｚ）の政府に対して反乱を起こＬえ。その旗印IX，更に政
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椀にとど宮ることを瓢んでいた「独裁者」の再選に反対することであった。それは，再選

反対という，さった<政治的左動機によるものであったが，それに正って社会菰命が引き

起され，メキシコは，社会主義形態の政府の樹立:を試みる，西欧世界で殿初の国とをった

のである。とのE1F期は，ポルフィリオ・ディアスの後方継ごうと望む，ざまざ注のカウデ

イーリロIMIの武力斗争によって特徴づけられていた。ポルフィリオ．ディアスIdb18フ６

年から’’1’年にかけてのその治政によって，メキシコにいわば政治的空白ぞ生みだし

たのである。パンチ画・ビール（PanchoVﾕﾕﾕa），エミリアーノ．サパータ（Ｅｍ－

ﾕﾕanoZaPata），カランサ（Carranza)などは，メキシコ史を知っているものには

れじみ深い名前である。その中で端，サパータは，革命と土地を求め愚叫びによってひと

きわ目だっていた。彼はラティプンディオをなくする農地改革を主磯したのである。この￣

ラティフインディオは，ポルフィリオ・ディアスの経済発展政餓の結果，期大していたの

であった。砂臼箇にJ:ってメキシコの都市間に新しい交通手段が開かれるにつれ，隣接地は

ラティプンディオの主人たちのいわば帝国に変えられていたのであ為。「エンコミエンタ･」
■ＯＧ

制度は，柧民地時代を通じて，ラティフンディオを生みIilして'ｎたが，それは，「独裁者」

がその友人たちに与えた士地の寄醐によって再強化されるにいたった。メキシコの’。，７

年の迩法が，農地改茄，最低ｺﾞﾖY金制，８時間労働制をどの原則を制定するにあたってば，

サパータを頭目とする革命的な左淑の「スローガン」を法ＩＭＩ化せざる藍得なかったのであ

る。

ついで，メキシコ並命の歴史は，１９１７年～１１４０年の第二期に入る。との時lUlが

特徴をもっているとすれば，それはメキシコ憲法の社会主雅的な醗理の強化期であったこ

とであろう。アルパーロ・オプレゴン（A1varoobreg6n)は，ルイエ・モローネス

(･ＬｕﾕsMOrones)の引きいる労働者組織（メキシコ労働者地域迎合）の支持によって，

愈法の労働法規定を実施したのである。カリエス（Ca11es)(1924年～１９５４年）は，

モローネスの支持をあてにしてはいたが，農地改革騏業を強行しカトリック教会を攻撃

した。そのため，いわゆるクリステーロス（ｃｒﾕsteros）の茄命か起こったのである。

彼は，英国の石油会社の収用を始めた。しかし，メキシコの農地改革を決定的に推進十る

こととなったのは，ラサロ・カルデナス（LAzaroCA｣rdenas)(1,54』'二～１１４０年)で

あった。彼は，今日でも，メキシコの左翼の大長老てある。
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ラテン・アメリカにおけ恩資本形成の過稗とその特色

１９４０年から現在をでの時期は，メキシコ革命における右派の優勢によって特徴づけら

れろ。世界大戦のようなﾀ{部的要閃によって，政鏑は右よりになった。というのは，メキ

シコは米国のIlllについたからであ愚。したがって駅地理的に米国と隣接していることもあ

って，メキシコはその左翼的傾向を緩和しなければならなかった。そして，メキシコは外

賓の投下を必嬰とする経緕罪匪賊に入っﾌﾟﾋ。更には，巨大なアシエンダの解体をともなう

農地改革政策は，大規模な農業経済の実現をほとんど不可能にしていたのであ為。したが

って，ここ５０年来は，表面的には農地改革は維持されていたものの，とりわけ米国に隣

接する北部地域においてはアシエンダの拡大緬向が目だっているのである。

Ⅱ政治制度・

革命の結果として，メキシコには単一政党制か樹立された。鬮民姑命党ｒＰＮＲ）が，

，９２８年，革命の諾勢力を糾合して識立された。それは’１９５７年には名前をメキシ

コ革命党（ＰＲＭ）と変えたが，１９４６年に位立憲革命党（ＰＲエ）と再度名称弁変更

したのである。この政党は４．年以上にわたってメキシコを支配してきており，他の政党

ホ存在する《)のの，モオ,｢うばどく殿近輩では政府に何らの撤痒を感じさせ方かつ犬。し

かしたから，近年，圃民行動党（ＰＡＮ）か，いくつかの知事職などにつくのに成功した

のである。さて，立憲蒐命党が，国内において他のラテン・アメリカ諸国には例の左い安

定性弗純得してきた秘密は，何であろうか？露一に，それは，設立にあたって，労働者

組繊豊民，軍隊，ホワイトカラーにその政治的恭盤を÷えたことである｡＋べてとれ

らのクループは，革命の理念のもとに，注と寄りのよいブロックに組織されたのである。

その上，それは全くナシ四ナリズムの色鯛をおびていたので，革命はメキシコ国家と緊密

に雀じりあうことと左』咄葹命に反対十患者は祖国を蕊切る者であるとされたのである。

雀允，この政党は，ヴィンセント・パゾェット、注２）が指摘しているように，次のよう

な機能を果してきた｡つさり,選挙組織としての機熊幾つかのｸﾙｰﾌﾟにとって団結の

シンボルとしての機能，政党を榊成する数グループ間の意志疎通機関としての機能，であ

み。これらすべての要CRIに上り，童允，非常に強力左財政基盤をもつことによって，ＰＲ

エは政権にとど戎ってきたのであみ。メキシコの十べての公務員は，一定の割り当て金を

出すことによって，この党液貢献しまければならない。したがって,党財政上の問題など

存在し左いわけである。
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最後ｉｚ，どのkiiI9Lて，＋べての左騨的および右jlI(的な緬向がＩ共'て敵命覇蝦えふこ

の政党内ウヒ受け入れられているかｆＰ児島の杖興味深いことである。だから，大銃傾のアレ

マン（Ａ１ｅｍｎＭ[,ロペユ・マテォス（LopozMateos）や，ディァス．オルグス

（、1乱zOrdAz)と同様に，この政党の制噸的索枠！｛p超えたいで，その政府代J:うて方エ

リの鰯向を災わ÷ことができたのである。十なわもその政府kt，外資と協力して工業撚腿

を促進し，米国との関係ぞiFi儲化し，教会と國鎖との反目多克服したのである．

１９５３年の大学１Ｍ)哩稀Ｊ１[1瞬十ろためのiIi要;鰹IIJ､として,INYf黙裏に謹められていろ,

大統領侯ｲiiの瀦歳化1}雌について，触れたけれけ求らない。というのは，１９７０年に肱デ

ィアス・オルダニの後継渚ｆ出挙し坂ければたらないからである。メキシコの政治踊船の

中では，どのiIjl1mliは「エル・タパード（E1Tapado)」という:fi前で知られている。

立齋難微党が[E御酌*勢力をもっているたぁに，大jiﾖﾋﾞfIll趨挙忙拭自由競争か存在してい

ないので，立憲jV[命党の儀補者は党大会で全く目111に遇Ⅱｌざるの麓と考えられるかも億1れ

左い゜しかし，爽際減，古く力・らの恨翻にエづて，険Ｎｉ群を詣弔･i-ろ権限は，ほんの眠ら

れた人たちの手に委ねらｵ↑てきたのである。今田で絃，茄命後の大統領経験者たちが将来

の大統領を正式に任命して['､るのである。さて，朧IIIi調は，儲迦，政権を投当している内

閣の閣僚?，中から選ばれている。そういうわけで，アピラ・カマーチ。（ＡｖﾕｴａＣａｍａｃ－

ｈｏ）から現菰の肢hli瀞に至るまで，最近の大統領は十ぺて，以前の政府の大臣を緯験し

てきている。彼らの大半は内務大臣であった。というのは，内政を担当十るこの省から１り

る窪驍は，ｊit良の教訓であり，その上，内務大臣iﾌﾞｊ大統6Kとの緊帝光協力鴎係忙あるの

で，多くの場念との党、政策にむける一覧i生を保証するわけだからである。誉た，候補

者が公式に宜明されも前には，候補渚に将来なるかも知れ】ぬ人たちの卿で，ひ希かではあ

るが激しい闘争かある。そのため，何か政治的詮るいは絲添的な失策があれば，その人物

は，革命の長老たちの支持を失うことに左ろのでお患。多くの場合政敵は，将来候袖懇

にまるかも知れぬ人物から栄冠をもぎとろうとして，物搬齢かもしだすのである。時jU1fP

早まって自分の灘えを表明･ｻｰるという闘験をおか十《》の紅，将来，メキシコの大統領にな

おチャンスを，ほとんど確実に失うであろう。党大会で「dastapar」される，つ雀、鱗

1111者の「フク」があけられると，その当選は実際上保証ざれぉことIとなる。これか「エル・

タパード」の組繊である。
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メキシコの学生運ililjとラテン・アメリカの社会凌勤

Ⅲ１９６８年の学生述動の主要事件の縫過

ａ）７月１６日，自滞大学（UnlversﾕdadAut6nomユ）と工科大学（mstltutOPo-

ljLt4cn1coNaoionalルの滞校の栄壌を分けようとする，警察の干渉の結果，学生

問題が起こった。これら二つの学校は，激しい反目を続けており，しばしば学生間に衝

突を準んでいたのである。こんどの場合，鯲機はたわいない4,”であった⑯といウのは，

「スカート（faldas）の問蝿」冷妨ぐって犬乙犬からである。中南米では，女性のか

ちんだ争いをしばしばこう!】了んでみ('’ておる。メキシコ市の欝窯隊は非鴬に為らあらし

く干渉したので，それは，けんかをしていたクループ為分け為かわりに，こ強らの学校

との他の多くの学校の学生が悶結して，この藤察機動隊の解体とその隊長の罷免を要求

十討て至るji〔因と左ったのであ鳥。

b）との紛争の第二期は，７月２６日のデモで始すった。この日には，二つの別個のデモ

が計面されていた。一つは，瀞察の先の行動に対する抗議であｂ，それは政粁に圧力を

かけて学生の識願を受け入れさせることを目的としていた。もう一つは，ちとうどその

日が，カストロの反パティスタ戦鞘飴の日を紀念十為‘のであった；錐芳は明らかに，

キューバのカストロの活動への支持という政治釣意味をもっていて，極左分子によって

指導ざﾅiていた《】のと考えられている。続いてサン・イデルブ十ンソ（Sanldelronso）

広場で起こった事から#:t，雀だあ室bはっきりしていたいし，本稿の目的からは，それ

ほど航要でｔｔ方い・－つだけ述べておきたいこととしては，この後の方のデモが自治大

学の全学的な全面スト行引き起こし，他のさ在さ寮の大学も次第にそれに加わったこと

である。問睡はエスカレートし，政府はあせって，日増しに暴力的な手段を取るように

葱った゜というのぱ，オリンピックが近づいていたのて；政府は威信と収入源の喪失を

おそれて，どうして咄早急な解決を求めたければならだかつえからである。８月中は，

学生たちは大学に引きあげ，溺勤を続け，できるだけ多くの追従者をつのるよう努力し

ていた。９月になると，この大学の学長自身か先頭に立った「沈黙のデモ」が組織され

た。とれは静力､に行進し，大多数の人と，とりわけ中産階級に支持された。軍隊や警察

隊はどこにも現われなかったのである。しかし戎から学生たちの請願には返答がない雀

Ｌだったので，甑熊は依然として緊張していた。極端な分子の中には，刻々と近づいて

くるオリンピックを実力で剛'ヒナろと言って脅かすもの#,あった。
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c）との巡動がクライマックスに達したのは，学生が四文化広場，つ鷺レテトラロルゴ

（Tetlalo1co）Iにおいて一大デモを計画した１０月２EIであった。政府はそれを禁止

したが，学生は実力を用いて遊行しようと決心したのである。すでに何千人というデモ

参加者が広場に築脊っていたとき，突然近くの幾つかの街路から正隊と警察隊が現わ

れた．多分，歴史は雄が股初に発萄したか証明できたいだろう。しかし，－つだけ明白

なことは、何百人という死者が広掲に横たわっておｂ，しかも，近隣の建物に住む罪の

ない人点が，これら二つのグループのこのような暴力衝突の織性となったことである。

テトラロルコでの流血は，学生迎動の気勢をそき；それを霊息させた。軍隊は戦車や装

甲噸で自治大学を占拠する任務を帯びていた。相当数の人々が投歎された力；そのなか

には幾人かの術那者たち＄いたのである。．

Ⅳこの学生連動の特徴

ａ）これは先ず政治迎､M)である。というのは，当初の原1Ｎと初１０１のスローガンを見れば，

それが大学と警察力との対決であることがわかるからである。つまり，国家が大学と対

決しているのである。だから，この架件の去味を解釈するに鋸たっては，大学と警察と

の関係の方を，大学の学内問題に対する不繊という内部的動搬よりも璽要祝しなければ

ならないのである｡1965年にこの大学のｲｸﾅｼｵ･ﾁﾔﾍﾟｽ学長の辞任を要求し

た時のように，以前の糊合においては，学長のＩＭﾘに学生の出席の羨務を課そうとした必

うに，大学内部にも理由があつれその場合には，このよう左やり方で学長を解任しよ

うと望んでいたディアス・オルダス大統領の政略をカムフラージュするのに，学生迦動

は利用されたのだと宮えよう。

ｂ）この掛合，対立は，大学当局と学生との間ではなくて，国家と大学との間における問

題であったのだから，この運動は教員と学生との一体性という特徴をもっていた。その

証拠は静かなデモである。このため，正隊による大学の占拠は促進されたのである。も

ちろん学長の同意はなかった。その結果，大学の自治という神蝿な原理は犯されたので

、あった。

c）最後の特徴としては，あの時期の国際的な恋味がIMI題とされエう。すべての学生迎動

に典型的に見られることだが学生城，大衆を劇動するために，その要求の中に国際政

治面の動機を職、込んでいるのである。それは，単なる反米主義の場合も多い力;ｂもつ
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～

〆キシゴの学生迎弛とラテン・アメリカの社会変動

と鄭騏的な性縦をおびていることも率愚。当時，メキシコ拭オリンピック前夜にあたっ

ていた。それｉｔ，政府の国際的左威信汁確立する.チャンスであった。学生問題とその要

求が国内の水準に隈購されている時価にt，政府は,自己の安定あるいは威信をたいして

そこ左わ左いて，権力の立場で一種の政治的解決を見つけ為ととができた．しかし，国

際的要因がからんでくると，解決は一燭困難とたったのである。というのは，それによ

って政臓降批退きわ誇った立場におかれたのは，他方、それは大学に対しては大衆の感

情浄燃えたたせる有力を武器をもたらしたことに癒ったからであみ。

これら三つの主要な特徴からしてＬ１１６８年におけるメキシコの学生デモの意味の

解釈として肱，それが，先に述べたにうに全く政治的色彩奇もつものであったというこ

とに鞍ろう。

Ｖとの学生遮動の解釈（注５）

（１）マルクス主義者とラサロ・カルデナス忙従がう立憲故命党極左の人たち雌，この迎勤

を翼の紘命への最後の過程だと解釈している。彼らにとっては，現在の］麿命に厳密には

マルクス主義的な《,のではがいので，ぞれは轆命AFいう鋸前にふさわしく虚いのである。

さらに，実際には，腱史に兇られふエうに，メキシコ紫命は当初の活力を失ってきてい

るのであ鳥。明らかに，共議党は，学生ストをｊニレリア童どの鉄道労働者の闘争につ

ら激るものとして解釈することを認んでいた。彼らの考えては，茄命はすでに何年も以

前からあたためられてきていたボそれは政府の武力弾圧にあって敷允のである。さて，

ﾏﾙｸｽ主義のｲﾃﾞｵﾛｷﾞｰに華礎を風<との解釈は､学生は社会の矛盾を一層純粋に

感ずおので，彼ら儀嘩命に砿っ発の起爆剤であるということを前提としている。この考

え詩適用十ることは，全体として非常に欠点が多く，當大、それは，並命がすでに実現

されている社会主義謝国に煮ける学生巡励を説明していないのである。さらに，メキシ

コの場合レビは，学生辿鋤は待ち艶書れ士紮命をもたらさなかった。それは，単に政府が

武器存もっていたからだけてはたく，大衆の側からの支持がなかったからなのであった。

目諜者の高iE言によれ１.ﾋﾚ学生デモは，ごみごみとしたプロレタリヤ街をよき為とき上り

も，中窪階級の住宅街を通るときの方かＬずっと多くのかっさいを受けたのであった。

(2)第二の解釈はn先に述べたメキシコの政治状況を分析し従うとしてい患。つTきり，伝
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銃的な政論家たちが，当初の騒乱事件を矛幌して，俵Mi調と左烏可能性のある人物たち

を互いにきっと，させ，そうすることによって劇まし<左いiif在的候補者を排除し』:う

としたのである。当時すでに，「タパード」は,ディアス・オルダスが支持する内務大

臣のルイス・エチャパリア（LuisEchevarrﾕａ）だといううわさか流れていた。人

によっては，前メキシコ市長ウルチニルトヮ（Uruchurtu）の塔前をあげていた。彼

はオリンピプクの111術中に免職されたのである。他の人たちの名前も政界のうわさ話に

のぼっていた。全休としてこのよらたととの証拠としては『静壊と駆除8-の足なみのそ

ろっていたい態I厩かあげられていた。警察は内務大臣に従屈し，躯隊は凧防大臣に従籾

していたからである。

(3)第三の解釈は，問翅魎ＣＩＡや国際共産主裟のよ’たﾀ１国勢力⑪干渉のせいにする

人たちのものである。ＣＩＡが，軍部によるクーデタの企ての糸を引いたのだとすみの

である。というのは，耶部は，どうしてでもオリンピジクを実現させなければならぬと
-ザ

考えていたからである。ラテン・アメリカに新しいjlfJll政樋ができればｊ米国の資本主

義の権益を強化するのに役だつだろう。アルゼンチンとブラジル汰十で忙祇人の手に落

ちていたのだから，その経済力によってラテンアメリカで特別な地位を古跡ろメキシコ

が，米国の反動分子の主要目標とたったのだとする。この解釈は，国際共産主競にも決

定的求影靭力詮認R)ている。というの付，メキシコは，キューバと国交を維持していZ）

ラテンアメリカで唯一の国であり，多くの国からの左灘の政治亡命者にとって，いわば

臆れ家となっていたからである。多分国際組織の影騨を悲定十ることはできまいが，

この班件がＣエＡのしわざだという考えは単純な111】違いを犯しており，率実の喪づけを

もっていないのである。

これらの考えの中でもっとも是認できるのは『多分，学生迎瓜bを宝ったく政治的な現

象として脱明十為ものであろう。そこでは，ＰＲＩのざ戎ざ注の候補者が，将来の大統

領を週ぶ時期において，一層有利左立場に立とうと十る目的で，術筑をろうしようとし

たとするものである。多分，その証拠としては，現在のディアス・オルダス大統領か，

１゜６１年９月の国民への教密の中で，当時の馴件の寅任をすべて彼自身のせいにして

いる上と力､挙げられよう。メキシコ憲法によれば大統領は再選できたいので，デイ了
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ユ・ﾗﾄﾙﾀﾞｽは，将来の候補者へ自由左適を残＋ために，あがないの羊の役を引き受け

たのである.後になって判明したのだが，侯lili者として，つ書ｂ次期の大統領として，
●￣■●

ｐＨエの幹部にエって選ばれたのh【，古さし《内務大臣エチャパリアであった。彼は，

当然学生問題を解決するために直接に行動した人物である。大統領は。自ら資任を取

ることにエって，内務大臣にかかってくる汚点を取りのぞいてたのである。

結続

学生と政府との対決を急がせた政治戦術が浜んな＄のであったにせよ，結臨として1.口メ

キシコ雅命によって識けられた組織と，その単一政党は，大莎!強い打繋をとうむし,､それが

この』:うな形の迦mllに対処＋ろ能力があるかどうか疑われているのである。

テトラロルゴの慮殺はあ室ｂに極端左もの忙左ったので,平和的手段によって解決を見い

だすためIと政府の弱点を露呈十ろことになったのである。立廠錐命党は’これ産では，たい

して蟻牲考弁出さたいて，秩序と.F；fIiを維持するのに成功してきていた。「エル･タパード」

の組織は，この政党内部における政略の遊具として利用されてきてはいたがり７月から１０

月にかけて見られたｋう左暴力的風士を生みだしたことは，それさてには左かつたのである。

現在では，権力の平和的移行は，空虚左スローガンとたってし左ったのである。

メキシコの青年に対しては，立憲革命党を牛耳っているクループの守ｂ札とされてきた,

「地命の一員（FamﾕｴﾕaRevo1ucﾕonarﾕa）」という輝かしい名前は，その魔力を失っ

たのである。莱命後５０年以上たち，瞥物を通して醜み取った理念だけしかもってい港い青

年たちが，サパータやパンチコ・ピリキと－締に戦った世代と同じように反応したいのも,

当hiii1のことであろう。この点に，十ぺての学生迎動は世代の１１５題から生ずるという理輪力＄

甑態を解釈する上で果す役割の根拠があるのである。

二つの世代の側の生活経験は大変に食いちがっているので，．かってメキシコ国民を揺り動

かせたスローガンも，現在の大学生の胸を打たなくなっているのである。そういうわけでｂ

政府が，問題の解決を見いだそうとしてメキシコ人の愛国心に脈えたときにＪ麹純正いくつ

かのクループの支持を取ｂつけた唯一のこととしては，オリンピプクを排斥し承いという約

束だけであった。「莱命」という魔力的左官難が，さだ当初の吸引力を保持していたとすれ

ばｂ多分'１０月２日に死亡したような多くの卵のない人Arの生命の櫨牲は避けるととがで
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きたであろう。

．さてＤこのことをエ〈見てみればＤ近年，メキシコで起っている社会Zr化と，その鋳果と

して当然に生ずる政治的矛盾について，われわれはもっと立ち入った研究淀しなければなら

ないことがわかる｡私は，この現象について，機会があれば，もっと進んだ研究をしてみよ

うと考えている。ここでメキシコを取ｂあげたの腿発展途上国において政治機構が社会変

化を反映したい場合に起こり得る珈態の具体的なケースとして，それを扱ってみたかったか

らなのである。（注４）

(注１）FeuerDLew準；TheConfﾕﾕctofGeneratﾕ。ns，BasﾕcBooks，

１９６８．１１面。

「学生迦剛は，彼らが政治的イデオロギーの中で解明しようと試みてIハろ目的{て鼓舞

され，１W緒的求反抗に動かされた学生たちの結びついたものだと定接できエゥ。その

反抗の中には，古い世代の価他の排除をともなう，－－狐の失劃感かいつでも現わｵ1て

いるのである。さらには，学生運動家強彼らの世代は古い世代や，他のエリートや，

他の階級かやｂとげられたかった特別な雌史的使命を遂行するのだという確信をもっ

ている。」

(淫２）Padget，Ｖﾕ､cent；M6xicolsone-partysystem，areva1uati｡n．

nAmericanPo11tica1ScienceReview，Vol．Ｌｴ，礪４，１９５７年１２月．

⑤ＴｈｅＤＶＴＨａｍ１ｃｏｃｆＣｎａｎｇＢユnLaLtﾕｎＡｍｅｒｉｃａｎＰｏ１ｉＬｉｃｓ，”Ｊｏｈｎ、、

Martz綱，prentﾕｃｅＨａ１１．

(注３）との現象のさ室ざ左の解釈については２次譜を参隅AngelPa1erln教授，

、ﾕmensユoneshunlanasde1mundo，Ｅ１ｍｏｖｉｍｉｅｎｔｏｅｓｔｕｄユantユユ；

ｈｏｔａｓｓｏｂｒｅｕｎｃａｓｏＤｅＣｏｍｕｎｉｄａｄ０，１８ＤＣｕａｄｅｒｎｏｓｄｅｄユrusユｏｎ

ｃｕｌｔｕｒａｌｄｅユaUniversidadエberoamerﾕcana，M6xﾕＣＯ，219～251頁。

（座４）メキシコ史については。次掛を参Nmo

HerrユｎｇＤＨＵｂｅｒも；ＡＨｊｓｔｏｒｙｏｒＬａｔﾕｎＡｍｅｒユｃａＤＮｅｗＹｏｒｋｊ

Ａ１ｆｒｅｄＫｎｏｐｎＯ１１６５．

立憲菰命党（ＰＲエ）の歴史については，ラテンアメリカ躯典（メキシコ），ラテ

ンアメリカ協会'１１６８．喝参照。
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￣

メキシコの学生迩砒とラテン・アメリカの社会変動

学生の政治デモの詳細については，雑誌職Porqu6”１５号，１９６８年,月１１

日，１９６８年１０月５０，，１９６１年１月１０日，おエぴ当時の特別号を参照の

とと。
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